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喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。
（ローマの信徒への手紙12:15）
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神戸青年

●参加者談
　小雪のちらつく寒い２月16日（土）の午後のひとと
き、敬愛する柏木先生の心温まる話を聞く機会が与えら
れた。聖書のみ言葉や豊富なエピソードを交えて「い
のち」について語られた。特に印象に残っていること
は「感性の三要素」についてです。「気づいて、感動し
て、行動に移すこと」分かっていてもなかなか行動まで
移せないが、「感性は行動をもって完成する」とのこと
で、これはヤコブ２：14～に“行動を伴わない信仰は虚
しい”と記されているとのこと。また日航ジャンボ機の
事故、阪神淡路大震災、ＪＲの脱線事故、そして一昨年
の東日本大震災などを通して援助の形はその時々に応じ
て段階的に変わっていくとのこと。
　１．差し出す医療ケア
　２．支える医療ケア
　３．寄りそう医療ケア
　４．背負う医療ケア
　人間として１～３は出
来るが背負うということ
は難しいが宗教の力、信
仰の力によって「命を背負って下さる方がいる」こと、
神の存在をお伝えすることはできると言われた。津波で
幼い命を失った30代の女性は「私の役たたずの両手を切
り離してください、あの時なぜ背負ってあげなかった
のか」とずっと後悔の念にさいなまれていたお母さん
に「あなたは必死で守ろうとされたけれども、残念なが
ら娘さんは亡くなられた。でも天国で神様はきっと娘さ
んを背負っていらっしゃいますよ」と高木慶子氏は言い
続けその女性はやっと罪責感から逃れられたエピソード
は今でも心に残っている。先生の講演は日々の介護の仕
事にも通じることで病気、骨折、寂しさ、認知症などで
生きることの辛さや困難な状況の中にいる人たちにまず
差し出し、支え、寄り添い、そして祈りながら「生きる
力」「生きていく力」を共有できる社会を作っていきた
いと感じた。近著「いのちへのまなざし」をぜひ読んで
みたいです。
� ＹＭＣＡホームヘルパーの事務所　渡邊�厚子

「いのちの輝き」� 講師：柏木 哲夫 先生
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第30回午餐会・特別講演会開催

No.56

「 苦 楽 」
　私事ながら、滋賀県近江八幡市にある私の実家に
「苦楽」と記された武者小路（むしゃのこうじ）実
篤（さねあつ）（1885~1976）の書がありました。９
年前に亡くなった父が定年退職の記念にと京都の鳩
居堂で買い求めたものでした。たっぷりと墨汁を滲ませたどっしりとした
一筆で、実篤83歳の時の書とされています。父が特に気に入って求めたも
のと思われますが、父からこの書の解説を聞いた覚えはありません。人
生には苦もあり、楽もある、ということでしょうか。しかし、この「苦」は
「楽」よりも小さく、左側の太った「楽」にもたれかかるように、いささか
控えめに書かれています。恐らく実篤は83年生きてきて、人生には苦もあり、
楽もあるけれども、圧倒的に人生はすばらしいと言いたかったのではないか
と思います。
�　神戸ＹＭＣＡの2013年度年間聖句は「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共
に泣きなさい。」（ローマの信徒への手紙12：15）が選ばれました。まさに
人生の苦楽を味わう人に寄り添い、思いを一つにして交わり、共に歩もう
とする生き方が奨励されています。特に、東日本大震災をはじめ、予想もし
なかった災害や事故に遭い、愛する者を失くしたり、生きる術を失ったりする
人の多い日本の現代社会において、「苦」の中にいる人々への共感と連帯
を示した指針です。神戸ＹＭＣＡは新しい年度も、東日本のみならず、兵
庫にあって苦しむ方々を支援すると共に、ＹＭＣＡ活動を通して「楽」を
作り出し、喜びを分かち合える場所でありたいと願います。
　私の父は近江のＹＭＣＡで主事をしており、ＹＭＣＡは楽しい、と私
にも奉職を勧めてくれました。当時（1978年）流行った歌「Y.M.C.A.」で

も、”It’s�fun�to�stay�at�the�Y.M.C.A.（ＹＭＣ
Ａに居るのは楽しいよ）”と歌われていました。
晩年は様々な病に苦しみ闘ってきた父でした
が、それでも尚、実篤の書のように人生は生
きるに足る喜びと楽しみがあると教えてくれ
たように思います。なぜなら、神が共に居ま
す、という神への信頼と安心があったからで
はなかったでしょうか。

総主事　水野雄二

奏鳴曲
ソナタ
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人事のお知らせ
＜採用職員＞（４月１日付）
　山城みなみ� 西宮ブランチ
　大塚さやか� 神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園
　山田　聖子� 神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園
　糸谷有里子� 西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
　井上美沙樹� 西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
　津島　佑香� 西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
　栁谷　謙介� 西神戸ブランチ
　宮井　　彩� ＹＭＣＡ保育園
　中長友里香� ＹＭＣＡ保育園
　長谷川ひかり� ＹＭＣＡ保育園
　庄司　真美� ＹＭＣＡ保育園
　鍋谷　佳那� 西神戸ＹＭＣＡ保育園
　原　　礼奈� 西神戸ＹＭＣＡ保育園
　岡本　由希� 西宮ＹＭＣＡ保育園
　金岩　美咲� 西宮ＹＭＣＡ保育園
　伊藤　ゆり� 西宮つとがわＹＭＣＡ保育園
　高橋　奈央� 西宮つとがわＹＭＣＡ保育園

　西崎　由莉� 太山寺児童館
＜職種変更＞（４月１日付）
　西垣　伸彰� 嘱託専任講師→主事職（三田センター）
　齋木　恭子� 嘱託職員→事務職（本部事務局）
　谷本　典子� 準専任講師→嘱託職員（カレッジ）
　仁瓶友香子� 準専任講師→嘱託職員（西神戸ブランチ）
＜異動＞（４月１日付）
　原田　泰志� �ウエルネスセンター三宮→余島野外活動センター
　山本　正髙� �ウエルネスセンター学園都市→ＣＳＣ（須磨体育館）
　井島　裕介� �ＣＳＣ（東灘体育館）→ウエルネスセンター三宮
　西野みどり� 西宮ブランチ→西神戸ブランチ
　村松　佳美� �西神戸ＹＭＣＡ幼稚園→神戸ＹＭＣＡちとせ

幼稚園
　俵　万理子� �神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園→西神戸ＹＭＣＡ

幼稚園
　村上　　弘� 太山寺児童館→西宮ブランチ
　大石恵理子� 西宮ＹＭＣＡ保育園→西神戸ＹＭＣＡ保育園
　藤田恵梨佳� ＹＭＣＡ保育園→西神戸ＹＭＣＡ保育園

　松下　泰子� ＹＭＣＡ保育園→西神戸ＹＭＣＡ保育園
　城江　麻耶� 西神戸ＹＭＣＡ保育園→ＹＭＣＡ保育園
　岡田　志織� 西神戸ＹＭＣＡ保育園→ＹＭＣＡ保育園
＜退職＞（記載のない方は３月31日付）
　小菅美紀子� ウエルネスセンター三宮（３月24日付）
　水野　宏明� 西神戸ブランチ
　枝木　一郎� 西宮ブランチ
　溝淵紗智子� 西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
　中泉　明子� 西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
　岡本　由希� 西神戸ＹＭＣＡ幼稚園
　石山　　彩� 神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園
　寺尾　慈子� 神戸ＹＭＣＡちとせ幼稚園
　西田　君枝� 西神戸ＹＭＣＡ保育園
　佐藤　千佳� 西神戸ＹＭＣＡ保育園
　北　　侑子� ＹＭＣＡ保育園
　大深友規乃� ＹＭＣＡ保育園
　住田真由美� ＹＭＣＡ保育園
　前田　恵美� ＹＭＣＡ保育園

街 頭 募 金
　東日本大震災から２年。３月10日（日）と11日（月）、ＪＲ芦
屋駅、学園都市、大丸神戸店前、元町商店街、三宮センター街、
三宮ロフト前、神鉄岡場駅前、各地で街頭募金が行われました。
啓明学院高校の生徒の皆さん、ＹＭＣＡユースボランティアリー
ダー、ワイズメンズクラブの皆さんとともに、街頭募金活動を行う
ことができました。皆さん、ありがとうございました。これか
らも被災した人たちのことを忘れず、活動を続けていきます。

　３月６日、第５回コミュニカ学院・
神戸ＹＭＣＡ日本語スピーチコンテス
トを、兵庫国際交流会館で行いました。
早いもので今回で５回目。神戸ＹＭＣ
Ａ単独で行っていたスピーチコンテス
トから数えると20回目です。みなさ
ん、素晴らしいスピーチでした。ご協
賛いただいた方々に感謝いたします。

　３月末をもって、本館４階レ
ストラン（サイコー亭）の営業
が終了しました。長きにわたり、
給食やランチ、パーティ、会議
での軽食を提供していただきま
した。サイコー亭の皆さんに感
謝します（写真は仁科シェフ）。

　高校に進学したものの、なかなか前に進む
ことができない高校生や保護者の皆様ととも
に考える機会を持ちました。漠然と高校進学
していたことを見直し、高校ごとに違う制度
やシステムを理解したり、自分にあう学校を
探したりすることが、再び前進する第一歩であ
ることを確認できたのではないでしょうか。

　2011年３月11日の震災直後から、皆さんとともに行ってきま
した、東日本大震災復興支援活動の2年間をまとめた報告書が
できました。私たちに出来ることは本当に僅かですが、「出
来ることを出来る人が出来るだけ」と努めてきました。こ
れまでの活動を振りかえるとともに、被災地、そして私た
ちの地域の子ども・若者が輝ける未来のためにＹＭＣＡ活
動を強めていきたいと願います。

スピーチコンテストスピーチコンテストスピーチコンテスト 不登校・中退者・転校希望者
のためのセミナー

サイコー亭
営業終了

営業終了

復興支援活動報告書


